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一　般　演　題

1．高感度TSH測定キットの検討

信田　憲行

田代　敬彦　　中川　　毅

（三重大・中放）

山口　信夫

　　　（同・放）

　モノクローナル抗体を用いた2種類の高感度TSHキ

ット（第一一・　RI社のTSH　DP－5061，ヘキスト社のリアグ

ノストTSH）の検討を行った．正常値は第一で1．75±

0．84μU／m～（N＝29），ヘキスト1．1±0．6μU／ml（N＝28）

であり，両者とも従来法に比べ，甲状腺機能充進症との

別れは良好であり，また妊婦は正常域に，胞状奇胎は低

値に，Nohthyroidal　illnessは，正常域に分布した．甲状

腺機能低下症は，13μU／m1以上の高値であった．

　また，free　T4とTSHの関係はfree　T4が異常高値に

なるとTSHが低値に，　free　T4が，異常低下すると始め

てTSHが上昇するというように，両者には，双曲線の

関係が認められた．

　今後，TSHはこれら高感度のキットが主力となって

いくものと考えられる．

3．1311・抗AFPポリクローナル抗体による放射免疫イ
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渡辺　直人
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　1311標識抗AFPポリクローナル抗体を用いて，腫瘍

局在診断を行った．原発性肝癌8例およびAFP産生胃

癌の肝転移1例を対象とした．皮内反応にて安全性を確

認後，1311標識抗体1～2mCi／83～1，000μgを点滴静注

した．投与6日後のイメージで，9例中4例（44％）にお

いて，サブトラクション法を用いずに，腫瘍の陽性描画

が可能であった．血中AFP値が相対的に低い症例で，

腫瘍描出が陽性となる傾向がみられ，描出可能であった

最小の孤立性病変の大きさは，4cmであった．なお，

今回ポリクローナル抗体投与に基づく副作用は認められ

なかった．

2．マクロオートラジオグラムの定量化

　　一ディジタルフォトデンシトメータと

　　Video　Camera　Digitizer　Systemとの比較一一

辻志郎松田博史
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　マクロオートラジオグラムを定量化する機器三種，

（1）digital　photo－densitometer，（2）video　digitizer　sys・

tem，（3）photo－densitometerにっいて比較検討した．

3H－QNBを用いて作成したラット脳のオートラジオグ

ラムの線状体部と，標準線源の2者を測定したところ，

均一な標準線源での測定値の相互関係と，不均一な線状

体部での測定値の相互関係との間に解離がみられ，それ

から算出したBm・x，　Kdの値にも差が認められた．原因

として，放射能黒化度曲線の非直線性とpartial　volume

phenomenonによる影響が考えられた．

4．光学的なCT画像合成装置の試作とその検討

仙田　宏平　　岡江　俊治

　　　　　　　　　　　（国立名古屋病院・放）

　X線CT画像とECT画像を光学的に合成する装置を

国立病院共同研究（課題番号60－6）の一環として作製し

たので，その有用性を基礎的ならびに臨床的に検討した．

　本装置は機構が単純で，占有空間が小さく，読影室で

の観察に十分な光量があった．また，画像の幾何学的ず

れが容易に補正でき，操作は非常に簡便であった．しか

し，両CT原画像が通常フィルムであったため，合成画

像のコントラストが低かった．さらに，画像合成上両

CT画像における臓器の呼吸性移動によるずれが問題で

あった．合成画像により，ECT画像上の臓器または病

変ならびにバックグラウンドの解剖学的関係が明確にな

った．また，X線CT画像上の臓器または病変の機能組

織分布または組織特性がより明らかとなり，炎症および

腫瘍の質的・量的診断を向上した．
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